
                 

 

 

 

 

 

 
                        

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  学校教育目標 「豊かな人間性をそなえ、主体的で 
確かな実践力をもつ児童の育成」 

 

第 1４号（令和 5年３月 1４日） 

             北九州市立青山小学校  

文責 校長 笠原 敏子 

○あいさつ 

○おもいやり 

○やくそく 

○まちがい OK 

 

温かい 6年生を送る会が行われました 
３月３日（木）に５年生のみなさんが企画運営

し、全校の児童でつくった「６年生を送る会」が

行われました。この集会で５年生のみなさんのき

びきびとした動作や、スムーズな司会進行など本

当に感心させられる場面がたくさんありました。 

在校生のみなさんからは、６年生への感謝の気

持ちがよく伝わってきました。６年生の皆さんか

らは、青山小の思い出と感謝の気持ちでいっぱい

でした。６年生のみなさんの今までのがんばりが、

青山小の在校生へ引き継がれていると感じる会に

なりました。ありがとうございました。 
 

 

 

 

 

家庭教育・学校教育アンケートの結果    ご協力ありがとうございました。 

今年度も保護者アンケートを実施し、ご回答いただきました結果を集計しました。（回答率 70.0％） 

項目別の結果は、以下の表に示しています。 

【評価は、肯定的な評価（「よくあてはまる」「あてはまる」）の割合です】    

番  項  目 R3年度評価 R4 年度評価 
１ 

お

子

様 

お子様は、家庭で、自分から挨拶や返事をきちんとしている。 84％ 85％↑ 

２ お子様は、家庭で、きまりを守って生活している。 82％ 82％→ 

３ お子様は、家庭で、宿題や家庭学習をしている。 92％ 94％↑ 

４ お子様は、家庭で、家族の一員としてお手伝いをしている。 76％ 76％→ 

５ お子様は、家庭で、掃除や整理整頓をしている。 50％ 52％↑ 

６ お子様は、親や先生、地域の人など目上の人の話を素直に聞いている。 88％ 92％↑ 

７ 

家

庭 

家庭では、お子様に社会的なルールやマナーをしつけている。 98％ 98％→ 

８ 家庭では、子どもの話をよく聞き、よいところを褒めて伸ばしている。 91％ 94％↑ 

９ 家庭では、子どもに宿題や家庭学習をさせている。 92％ 94％↑ 

10 家庭では、学校や地域と協力して子育てに取り組んでいる。 82％ 78％↓ 

11 

学

校 

学校は、子どもに集団のルールや思いやりの心を育てている。 98％ 99％↑ 

12 学校は、子どもに確かな学力や体力を身に付けさせている。 93％ 97％↑ 

13 学校は、保護者や地域の願いに応えて、教育活動を進めている。 90％ 93％↑ 

14 学校は、安心安全な学校づくりを進めている。 96％ 97％↑ 

 

 本年度もアンケートを実施させていただきました。高い評価となった項目の中で、子どもたちがコロナ禍での学習や生

活に適応し、よりよい方向性が示されている結果でした。特に、ご家庭において「親や先生、地域の人など目上の人の話

を素直に聞いている。」「家庭では、お子様に社会的なルールやマナーをしつけている。」等のポイントが高くなっていたこ

とは、今回紙面で紹介した「お褒めいただいた内容」に通じる部分です。保護者の皆様のお子様への声かけやルールの徹

底等、実際の取組の成果だと思われます。一方「家庭で、家族の一員としてのお手伝いをしている。」「家庭で、掃除や整

理整頓をしている。」の項目については、引き続きこの結果を家庭で話題にしていただき、お子様の自主性を高める良い機

会としていただければ幸いです。また、日々の「学校に対しての安心安全」へのご理解とご協力に感謝いたします。今後

は、さらに学力、体力の向上についても取り組んでまいります。 

その他、「継続したらよい取組」や「青山小がよりよくなるための取組」等についても、ご意見をいただきました。校内

においても年度末に職員で確認し、ポストコロナを見据えた次年度の取組に活かしていきたいと考えています。 

地域の方からおほめのお話をいただきました 

先日、地域の方とお話をする機会があり「子

どもたちが、自主的に公園を掃除していました

よ。青山小の子どもたちに感心しました。」と

教えてもらいました。「公園はきれいにしたら

気持ちいい。」と数名の児童が言っていたそう

です。 

 また、ある時、生物調査のため側溝を掃除し

ていた方から、青山小の子どもたちが進んで協

力してくれてうれしかったという内容の電話

がありました。 

 今後も、子どもたちのこのような姿をたくさ

んお知らせできるといいと思います。 


